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共産党市議団は、「障害者自立支援法の原則一割負担廃止

を求める意見書」「保育制度の改革に関する意見書」など５

件の意見書案を提案しました。市民の切実な願いですが、豊

政会（自民党）や公明党はことごとく反対。市民の願いに背

を向けました。（意見書５件は２面の下段に掲載しています） 

共産党市議団は危険な踏切の改善を求めて
ＪＲ西日本に。また、「雇用を守るよう市内企業
に指導すべき」と市長に申し入れしました。 

 新年度の野洲市予算を審議する３月定例市議会は３月２日

から２６日まで開催されました。日本共産党市議団は、市民

の暮らしや雇用を守る市政と市予算を求めました。 

 
 
国保税（介護分）が一人平均３３００円値上げ。

幼稚園保育料（年額）も７３２００円から７５６００円

に値上げされます。敬老祝金は（１００歳）は３０万

円が１０万円に。高齢者や障害者の介護激励金

が２万円から１万円に引き下げられます。 
 

市内循環バスが「財政難だから、背に腹はかえ

られない」として土曜日運休に。年間５万人が利

用。その内、４万人は高齢者や障害者の方々で

す。現在、「今後のあり方を検討中」と言いながら

突然の運休。削りやすいところから削る市政では

暮らしは守れません。 

 市内で村田製作所や日立ツールが大量の

派遣労働者を雇い止めしています。市議団

は、「雇用創出を目的に野洲市から１億円も

の補助を受けている。市は行政指導すべき」

と申し入れ。その結果、市長名で、「雇用の
維持を求める緊急要請」がされました。  

市長に「雇用と営業を守る緊急申し入れ」を行う市議団（１月１４日） 

 ＪＲ西日本（京都支社）に対して

２月１５日、危険な踏切の改善を申

し入れました。  
祇王小学校や篠原小学校の通学

路となっている両踏切は直前まで

歩道が整備されていますが、踏切内

にはなく大変危険です。ＪＲは「原

則、立体化」を主張していますが、

現実的な対策として早期の拡幅整

備を求めました。 
子どもの通学に危険
な新（あたらし）踏切 

ＪＲ西日本との交渉 

３人目の保育園保育料無料化、妊産婦健診補助の拡大、中

小業者支援へ県セイフティーネット融資の利子補給が実施され

暮らしの要求が実現しました。また、過大な２４億円の野洲駅前

整備事業が見直しされることになりました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
年
度
の
学
童
保
育
所
入
所
申
し

込
み
は
７
９
７
名
（
６
学
童
合
計
）
で
し

た
。
そ
の
内
、
５
１
０
名
が
入
所
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
の
、
２
３
６
名

は
、
学
童
保
育
所
を
「
補
完
」す
る
、
「
子

ど
も
教
室
」
へ
の
入
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
童
保
育
所
を
希
望
し
な
が
ら
、
多
く

が
「
こ
ど
も
教
室
」
を
選
択
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
子
ど
も
教
室
」
は
施
設
的
に
も
極
め

て
不
十
分
で
、
指
導
員
さ
ん
の
努
力
に

頼
る
だ
け
で
、
「
学
童
の
補
完
」
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
、

“
似
て
非
な
る
”
「
補
完
」
で
は
な
く
保
護

者
の
願
い
に
応
え
、
学
童
保
育
所
そ
の

も
の
の
整
備
を
進
め
る
べ
き
と
求
め
ま

し
た
。 

 不
明
朗
な
市
有
地
処
分
を
正
し
ま
し
た 

 

駅
前
北
野
地
先
の
市
有
地
（
２
０
４

㎡
）
が
昨
年
１０
月
、
随
意
契
約
で
約
半

値
（
２
３
６
７
万
円
）
で
売
払
わ
れ
ま
し

た
。
地
方
自
治
法
な
ど
関
連
法
律
や
国

が
示
す
「
財
産
処
分
の
あ
り
方
」
か
ら
み

れ
ば
、
当
然
、
入
札
に
よ
り
処
分
す
べ
き

も
の
で
す
。
市
は
随
意
で
の
処
分
を
正

当
化
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
に
損
害
を

与
え
た
も
の
で
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

野
洲
の
ま
ち
は
京
都
・
大
阪
へ
の
通

勤
圏
と
し
て
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
化
し
て
い
ま

す
が
、
現
状
は
、
周
辺
部
で
は
農
業
も

疲
弊
し
過
疎
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
転

入
者
の
方
も
多
忙
な
中
、
帰
っ
て
寝
る

だ
け
の
生
活
の
場
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に

も
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
も
少

な
く
、
若
者
の
活
気
が
影
を
す
く
め
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

野
洲
市
に
は
、
山
も
あ
り
河
も
流
れ

琵
琶
湖
に
も
面
し
た
、
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
て
い
る
ま
ち
で
す
。
こ
の
地
域
の

未
来
を
担
っ
て
行
く
の
は
若
い
世
代
で

あ
り
、
魅
力
豊
か
な
街
づ
く
り
の
一
つ

と
し
て
若
者
の
意
見
や
考
え
を
取
り
入

れ
、
斬
新
か
つ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ア
イ

デ
ア
を
反
映
さ
せ
て
行
く
事
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
若
者
に
よ
る
「
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
」
を
設
置
し
推
進
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

 高
齢
者
な
ど
弱
い
方
々
に
速
や
か
な
支
給
を 

 

「
雇
用
や
暮
ら
し
に
使
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
国
民
の
多
く
が
反
対
し
た
定
額
給

付
金
で
す
が
、
国
の
制
度
と
し
て
決
ま
っ

た
以
上
、
国
民
は
給
付
を
受
け
る
権
利

が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
世
帯
や
弱
い
立

場
の
方
々
に
も
速
や
か
に
給
付
さ
れ
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

国
保
税
（
介
護
分
）
が
一
人
平
均
３
３

０
０
円
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
は

高
す
ぎ
て
払
え
ま
せ
ん
。
市
民
か
ら
、

「
勤
め
先
が
社
会
保
険
で
な
い
た
め
、
国

保
税
や
年
金
が
高
す
ぎ
て
払
え
な
い
」

と
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
も
そ
の
は

ず
、
年
収
約
１
７
０
万
円
で
一
人
暮
ら

し
の
場
合
、
国
保
税
と
国
民
年
金
で
約

３０
万
円
に
も
な
り
ま
す
。 

年
収
２
０
０
万
円
以
下
の
「
働
く
貧
困

層
」
の
実
態
掌
握
と
高
い
国
保
税
引
き

下
げ
へ
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

や
、
国
庫
負
担
率
を
元
に
戻
す
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。
市
は
「
年
収
２
０
０
万
円

以
下
は
、
１９
年
度
で
１８
・
３
％
。
２０
年

度
は
生
活
保
護
世
帯
も
増
え
て
い
る
。

社
会
問
題
」
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た

が
、
「
国
保
は
互
助
制
度
」
と
し
て
値
上

げ
を
正
当
化
し
ま
し
た
。 

 

３
人
目
の
保
育
料
が
無
料
に
な
り
ま
す 

 

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
野
洲
市

を
め
ざ
し
、
こ
れ
ま
で
市
議
会
や
毎
年

の
予
算
要
望
で
一
貫
し
て
「
３
人
目
の
保

育
料
無
料
化
」
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
今
年
４
月
か
ら
の
無
料
化
が

実
現
し
ま
し
た
。
暮
ら
し
が
大
変
な
時

で
す
。
引
き
続
き
、
福
祉
を
守
る
市
政

実
現
へ
が
ん
ば
り
ま
す
。 

                         

一般会計予算（介護激励金削減、幼稚園保育料値上げ、同和行政継続） ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
一般会計補正予算（随意契約で市有地を安い価格で売り払い） ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
国民健康保険税（介護分）の値上げ（１人平均３３００円） ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
敬老祝金条例改正（１００歳の３０万円を１０万円に引き下げ） ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
「住宅リフォーム制度実施」「セイフティーネット保証料負担」の請願 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
障害者自立支援法の原則１割負担廃止を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
保育制度の改革に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
政党助成金の廃止を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
消費税増税を行わないことと当面食料品の非課税を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
雇用危機を解決する抜本的対策を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
その他、３３議案（全員賛成の議案です） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

共＝日本共産党（３名）、市＝市民ねっと（３名）、ネ＝ネットワーク野洲（２名）、公＝公明党（２名）、豊＝豊政会（１４名） 
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意見書は共産党市議団が提案 

野
並
享
子
（
共
） 

秦 
 

眞
治
（
豊
） 

 

６
月
定
例
市
議
会
に
提
出
し
ま
す
。
暮
ら
し
守
る
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

共
産
党
市
議
団
は
代
表
・
一
般

質
問
、
議
案
質
疑
で
要
求
実
現

へ
切
実
な
願
い
を
届
け
ま
し
た
。 

 

議 

長 


